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【手続補正書】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）第１の試薬から誘導される複数の第１の繰り返し単位であって、前記第１の試薬が
、式ＦＸ１ａ、ＦＸ１ｂ、ＦＸ１ｃ又はＦＸ１ｄ：
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【化１】

［式中、Ｘは、Ｂｒ又はＩであり；
ｍは、１～５の範囲から選択される整数であり；
各Ｒ１１は、独立に、置換又は非置換のＣ６～Ｃ２０アルキレン基であり；各Ｌ１１は、
独立に、単結合；－（ＣＨ２）ｊ－；－（ＨＣＣＨ）ｊ－；－Ｏ－；－Ｓ－；－ＳＯ－；
－ＳＯ２－；－ＳＯ３－；－ＯＳＯ２－；－ＮＲ１２－；－ＣＯ－；－ＣＯＯ－；－ＯＣ
Ｏ－；－ＯＣＯＯ－；－ＣＯＮＲ１３－；－ＮＲ１４ＣＯ－；－ＯＣＯＮＲ１５－、－Ｎ
Ｒ１６ＣＯＯ－、－ＮＲ１７ＣＯＮＲ１８－、－ＳｉＯ（Ｚ１）（Ｚ２）－；又は－Ｓｉ
［ＳｉＯ（Ｚ１）（Ｚ２）］ｎ－であり；式中、Ｚ１は、式Ｌ１（Ｔ１）ｐにより表され
、Ｚ２は、式Ｌ２（Ｔ２）ｑにより表され；式中、Ｌ１及びＬ２の各々は、独立に、単結
合、１～３６個の炭素原子を有する多価アルカン基、１～３６個の炭素原子を有し、－Ｏ
－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘテロアルカン基、１～３６個の炭素原子を有する多価
アリール基又は１～３６個の炭素原子を有し、－Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘテ
ロアリール基であり、Ｔ１及びＴ２の各々は、独立に、末端（メタ）アクリレート、（メ
タ）アクリルアミド又はスチリル基を有する重合性基であり、ｎは、１～１０の範囲から
選択される整数であり；
各Ａｒ１１は、独立に、１つ又は複数の環を含有するヨウ素又は臭素含有Ｃ５～Ｃ３６ア
リール基、又は１つ又は複数の環を含有するヨウ素又は臭素含有Ｃ５～Ｃ３６ヘテロアリ
ール基であり；Ｒ１２～Ｒ１８の各々は、独立に、水素又はＣ１～Ｃ１０アルキル基であ
り；各ｊは、独立に、１～１０の範囲から選択される整数である］
により定義される、第１の繰り返し単位と；
ｂ）第２の試薬から誘導される複数の第２の繰り返し単位であって、前記第２の試薬が、
式Ｚ３

ａＸ１
ｃＳｉｄＯｅＺ４

ｂ

［式中、Ｚ３は、式Ｌ３（Ｔ３）ｐにより表され、Ｚ４は、式Ｌ４（Ｔ４）ｑにより表さ
れ；
式中、Ｌ３及びＬ４の各々は、独立に、単結合、１～３６個の炭素原子を有する多価アル



(3) JP 2019-536868 A5 2021.1.7

カン基、１～３６個の炭素原子を有し、－Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘテロアル
カン基、１～３６個の炭素原子を有する多価アリール基、又は１～３６個の炭素原子を有
し、－Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘテロアリール基であり、Ｔ３及びＴ４の各々
は、独立に、末端（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド又はスチリル基を有す
る重合性基であり；
各Ｘ１は、独立に、１～３６個の炭素原子を有するアルキル基、（メタ）アクリレート基
、（メタ）アクリルアミド基又はスチリル基であり、
式中、各ａ、ｂ及びｄは、独立に、１～１０の範囲から選択される整数であり、各ｃ及び
ｅは、独立に、１～２０の範囲から選択される整数であり；
式中、ｐ及びｑは、それぞれ独立に、１～９の範囲から選択される整数である］
により定義される、第２の繰り返し単位と；任意選択で、
ｃ）第３の試薬から誘導される複数の第３の繰り返し単位であって、前記第３の試薬が少
なくとも３つの末端（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド又はスチリル基を含
む、第３の繰り返し単位と
を含む架橋ポリマーネットワーク。
【請求項２】
　Ａｒ１１が、３～５個のヨウ素原子が環に直接結合しているヨウ素含有Ｃ６アリール基
である、請求項１に記載の架橋ポリマーネットワーク。
【請求項３】
　Ｒ１１がＣ６～Ｃ２４アルキレン基である、請求項１又は２に記載の架橋ポリマーネッ
トワーク。
【請求項４】
　前記第１の試薬が、式ＦＸ２：
【化２】

（式中、ｒは、２～１８の範囲から選択される整数である）
により定義される、請求項１～３のいずれか一項に記載の架橋ポリマーネットワーク。
【請求項５】
　ｒが、３～８の範囲から選択される整数である、請求項４に記載の架橋ポリマーネット
ワーク。
【請求項６】
　前記第３の試薬が、式ＦＸ３：
【化３】

［式中、Ｒ１０は、Ｃ、Ｎ、Ｏ、置換若しくは非置換のＣ２～Ｃ３６多価アルカン基又は
置換若しくは非置換のＣ２～Ｃ３６アルキレンであり；
Ｌ９及びＬ１０の各々は、独立に、単結合、多価の直鎖若しくは分岐Ｃ２～Ｃ１２アルカ
ン基、－Ｏ－若しくは－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－（ＣＨ２）ｎ－、－（ＨＣＣＨ）ｎ－、－Ｏ－
、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、－ＳＯ３－、－ＯＳＯ２－、－ＮＲ３－、－ＣＯ－、
－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＣＯＮＲ４－、－ＮＲ５ＣＯ－、－ＯＣＯＮ
Ｒ６－、－ＮＲ７ＣＯＯ－、又は－ＮＲ８ＣＯＮＲ９を含む多価の直鎖若しくは分岐Ｃ２
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～Ｃ１２ヘテロアルカン基であり、Ｒ３～Ｒ９の各々は、独立に、水素又はＣ１～Ｃ１０

アルキルであり、各ｎは、独立に、１～１０から選択される整数であり；
各Ｔ９及び各Ｔ１０は、独立に、末端（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド又
はスチリル基を有する重合性基であり；
ｗ及びｖは、それぞれ独立に、１～９の整数である］
により定義される、請求項１～５のいずれか一項に記載の架橋ポリマーネットワーク。
【請求項７】
　Ｒ１０は、Ｏであり；
各Ｔ９及び各Ｔ１０は、（メタ）アクリレートであり；
ｗ及びｖは、それぞれ独立に、１～６の整数である、請求項６に記載の架橋ポリマーネッ
トワーク。
【請求項８】
　前記第２の試薬は、式ＦＸ５ａ：
【化４】

［式中、Ａ１は、Ｓｉであり、又は式ＦＸ５ｂ、ＦＸ５ｃ、ＦＸ５ｄ、ＦＸ５ｅ又はＦＸ
５ｆ：

【化５】

により定義され、
各Ｘ１は、独立に、１～３６個の炭素原子を有するアルキル基、（メタ）アクリレート基
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、（メタ）アクリルアミド基又はスチリル基であり；
各ｎは、独立に、１～１０の範囲から選択され；
ｐ及びｑの各々は、独立に、１～９の整数であり；
各Ｌ３及びＬ４は、独立に、単結合、Ｃ、Ｎ、Ｏ、１～３６個の炭素原子を有する多価ア
ルカン基、１～３６個の炭素原子を有し、－Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘテロア
ルカン基、１～３６個の炭素原子を有する多価アリール基、又は１～３６個の炭素原子を
有し、－Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘテロアリール基、直鎖若しくは分岐Ｃ２～
Ｃ１２アルキレン基；直鎖若しくは分岐Ｃ２～Ｃ１２オキシアルキレン基；直鎖若しくは
分岐Ｃ２～Ｃ１２カルボキシアルキレン基；直鎖若しくは分岐Ｃ２～Ｃ１２オキシアリー
レン基又は直鎖若しくは分岐Ｃ２～Ｃ１２カルボキシアリーレン基であり；
各Ｔ３及びＴ４は、独立に、末端（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド又はス
チリル基を有する重合性基である］
により定義される、請求項１～７のいずれか一項に記載の架橋ポリマーネットワーク。
【請求項９】
　前記第２の試薬が、式ＦＸ５ｇ：
【化６】

（式中、ｎは、１～１０の範囲から選択される）
により定義される、請求項１～８のいずれか一項に記載の架橋ポリマーネットワーク。
【請求項１０】
　前記架橋ポリマーネットワークが、
　１５ｗｔ％以上の前記第１の試薬、８５ｗｔ％以下の前記第２の試薬、８５ｗｔ％以下
の前記第３の試薬、又はこれらの組み合わせを有する、
請求項１～９のいずれか一項に記載の架橋ポリマーネットワーク。
【請求項１１】
　前記架橋ポリマーネットワークが、８０～９０ｗｔ％の間の前記第１の試薬、１～１０
ｗｔ％の間の前記第２の試薬、及び５～１５ｗｔ％の間の前記第３の試薬を含む、請求項
１～１０のいずれか一項に記載の架橋ポリマーネットワーク。
【請求項１２】
　医療用途用の放射線不透過性ポリマーデバイスであって、前記デバイス又はデバイス特
徴部が、請求項１～１１のいずれか一項に記載のポリマー組成物を含み、任意選択で、フ
ァイバ、コイル又はメッシュを含む、放射線不透過性ポリマーデバイス。
【請求項１３】
　開放解剖学的管腔を開放又は維持すること；又は
任意の生理的流体又はガス流のための、又は適用される治療的流体又はガス流のための、
バルブとして部分的に、又は完全な管腔閉塞として解剖学的管腔を閉鎖すること；又は
臓器、血管、消化器、排泄物、又は気道の機能の治療的回復を補助するための解剖学的構
造の支援；又は
整形外科、顎顔面、脊髄、関節又は他の骨格又は機能の治療的回復を補助するための解剖
学的構造の支援；又は
組織切開又は切除後の領域を覆うことにより止血を支援すること
の機能を付与するための留置用永久インプラントの目的のための、請求項１２に記載のデ
バイス。
【請求項１４】
　解剖学的位置にアクセスする；別のデバイス及び／又は治療剤を送達する；又は別のデ
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バイス及び／又は治療剤のアクセス又は送達を制御する目的のためのカテーテル；又は
しばらくの間留置されてその後治療期間が終了すると除去される、期間限定の治療効果を
付与するための、一時留置型デバイス
の機能を付与するための診断又は治療用の機器又はデバイスの目的のための、請求項１２
に記載のデバイス。
【請求項１５】
　直径０．０１５インチ以下の円筒形を有する、請求項１２～１４のいずれか一項に記載
のデバイス。
【請求項１６】
　ａ）式ＦＸ１ａ、ＦＸ１ｂ、ＦＸ１ｃ又はＦＸ１ｄ：
【化７】

［式中、Ｘは、Ｂｒ又はＩであり；
ｍは、１～５の範囲から選択される整数であり；
各Ｒ１１は、独立に、置換又は非置換のＣ６～Ｃ２０アルキレン基であり；各Ｌ１１は、
独立に、単結合；－（ＣＨ２）ｊ－；－（ＨＣＣＨ）ｊ－；－Ｏ－；－Ｓ－；－ＳＯ－；
－ＳＯ２－；－ＳＯ３－；－ＯＳＯ２－；－ＮＲ１２－；－ＣＯ－；－ＣＯＯ－；－ＯＣ
Ｏ－；－ＯＣＯＯ－；－ＣＯＮＲ１３－；－ＮＲ１４ＣＯ－；－ＯＣＯＮＲ１５－、－Ｎ
Ｒ１６ＣＯＯ－、－ＮＲ１７ＣＯＮＲ１８－、－ＳｉＯ（Ｚ１）（Ｚ２）－；又は－Ｓｉ
［ＳｉＯ（Ｚ１）（Ｚ２）］ｎ－であり；、式中、Ｚ１は、式Ｌ１（Ｔ１）ｐにより表さ
れ、Ｚ２は、式Ｌ２（Ｔ２）ｑにより表され；式中、Ｌ１及びＬ２の各々は、独立に、単
結合、１～３６個の炭素原子を有する多価アルカン基、１～３６個の炭素原子を有し、－
Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘテロアルカン基、１～３６個の炭素原子を有する多
価アリール基又は１～３６個の炭素原子を有し、－Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘ
テロアリール基であり、Ｔ１及びＴ２の各々は、独立に、末端（メタ）アクリレート、（
メタ）アクリルアミド又はスチリル基を有する重合性基であり、ｎは、１～１０の範囲か
ら選択される整数であり；
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各Ａｒ１１は、独立に、１つ又は複数の環を含有するヨウ素又は臭素含有Ｃ５～Ｃ３６ア
リール基、又は１つ又は複数の環を含有するヨウ素又は臭素含有Ｃ５～Ｃ３６ヘテロアリ
ール基であり；Ｒ１２－Ｒ１８の各々は、独立に、水素又はＣ１～Ｃ１０アルキル基であ
り；各ｊは、独立に、１～１０の範囲から選択される整数である］
により定義される第１の試薬と、
式Ｚ３

ａＸ１
ｃＳｉｄＯｅＺ４

ｂ

［式中、Ｚ３は、式Ｌ３（Ｔ３）ｐにより表され、Ｚ４は、式Ｌ４（Ｔ４）ｑにより表さ
れ；
式中、Ｌ３及びＬ４の各々は、独立に、単結合、１～３６個の炭素原子を有する多価アル
カン基、１～３６個の炭素原子を有し、－Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘテロアル
カン基、１～３６個の炭素原子を有する多価アリール基、又は１～３６個の炭素原子を有
し、－Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘテロアリール基であり；
Ｔ３及びＴ４の各々は、独立に、末端（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド又
はスチリル基を有する重合性基であり；
各Ｘ１は、独立に、１～３６個の炭素原子を有するアルキル基、（メタ）アクリレート基
、（メタ）アクリルアミド基又はスチリル基であり；
式中、各ａ、ｂ及びｄは、独立に、１～１０の範囲から選択される整数であり、各ｃ及び
ｅは、独立に、１～２０の範囲から選択される整数であり；
式中、ｐ及びｑは、それぞれ独立に、１～９の範囲から選択される整数である］
により定義される第２の試薬と、任意選択で、
少なくとも３つの末端（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド又はスチリル基を
含む第３の試薬と
を含むポリマー前駆体混合物を形成するステップと、
ｂ）前記ポリマー前駆体混合物を開始剤で重合するステップと
を含む、架橋ポリマー組成物を製造する方法。
【請求項１７】
　前記ポリマー前駆体混合物が、５～９０ｗｔ％の間の前記第１の試薬、１～１０ｗｔ％
の間の前記第２の試薬、及び５～１５ｗｔ％の間の前記第３の試薬を含む、請求項１６に
記載の方法。
【請求項１８】
　前記第２の試薬が、式ＦＸ５ａ：
【化８】

［式中、Ａ１は、Ｓｉであり、又は式ＦＸ５ｂ、ＦＸ５ｃ、ＦＸ５ｄ、ＦＸ５ｅ又はＦＸ
５ｆ：
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【化９】

により定義され、各Ｘ１は、独立に、１～３６個の炭素原子を有するアルキル基、（メタ
）アクリレート基、（メタ）アクリルアミド基又はスチリル基であり；
各ｎは、独立に、１～１０の範囲から選択され；
ｐ及びｑの各々は、独立に、１～９の整数であり；
各Ｌ３及びＬ４は、独立に、単結合、Ｃ、Ｎ、Ｏ、１～３６個の炭素原子を有する多価ア
ルカン基、１～３６個の炭素原子を有し、－Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘテロア
ルカン基、１～３６個の炭素原子を有する多価アリール基、又は１～３６個の炭素原子を
有し、－Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－を含む多価ヘテロアリール基、直鎖若しくは分岐Ｃ２～
Ｃ１２アルキレン基；直鎖若しくは分岐Ｃ２～Ｃ１２オキシアルキレン基；直鎖若しくは
分岐Ｃ２～Ｃ１２カルボキシアルキレン基；直鎖若しくは分岐Ｃ２～Ｃ１２オキシアリー
レン基又は直鎖若しくは分岐Ｃ２～Ｃ１２カルボキシアリーレン基であり；
各Ｔ３及びＴ４は、独立に、末端（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド又はス
チリル基を有する重合性基である］
により定義される、請求項１６又は１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第２の試薬が、式ＦＸ５ｇ：

【化１０】
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（式中、ｎは、１～１０の範囲から選択される）
により定義される、請求項１６～１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１の試薬が、式ＦＸ２：
【化１１】

（式中、ｒは、２～１８の範囲から選択される整数である）
により定義される、請求項１６～１９のいずれか一項に記載の方法。
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